
第７回エコパークかごしま安全監視委員会 会議概要

１ 開催日時

平成２７年１０月２７日（火） 午後２時から午後３時１５分まで

２ 開催場所

薩摩川内市（エコパークかごしま管理棟会議室等）

３ 出席者

・ 出席委員 １３名（委員数 １３名）

川永野自治会：有馬 純郎，有馬 茂

木場茶屋自治会：吉竹 千秋，岩元 秀行

百次大原野自治会：塘之口 勇，村尾 實

東大谷自治会：和田 岩男，岩月 春美

学識経験者：平田 登基男 鹿児島工業高等専門学校名誉教授

樋口 壯太郎 福岡大学大学院教授

北村 良介 鹿児島大学名誉教授

松村 和雄 鹿児島大学名誉教授

薩摩川内市：内田 泰二 薩摩川内市市民福祉部環境課長

・ 事 業 者

（公財）鹿児島県環境整備公社

・ 事 務 局

鹿児島県環境林務部廃棄物・リサイクル対策課

４ 会次第

開会

議事

・ 搬入状況について

・ 環境モニタリング実施状況について

・ 埋立状況について

 その他

閉会

５ 議事概要

（公財）鹿児島県環境整備公社から，産業廃棄物管理型最終処分場「エコパークかご

しま」の搬入状況，環境モニタリング実施状況及び埋立状況について説明を行うととも

に，実際の埋立状況について，埋立地（覆蓋施設内）において確認を行いました。

６ 主な質疑応答

(1) 汚泥はどのように埋め立てているのか。

・ 汚泥は粘土質であるものが多いため，薄く広げて，ガラスくず等の目の粗い廃棄

物を均質に混ぜて埋め立てている。

(2) 環境モニタリングの数値については，エコパーク建設前のデータと比較して，増減

したかどうかのデータがあるか。



・ 開業前から調査を実施しており，開業後のデータはその範囲内に収まっている。

なお，現在，廃棄物の量が少ないことから，浸出水は出ていない

(3) 石膏ボードは，紙を剥がして埋め立てなければならないのではないか。

・ 以前は，紙を剥がせば，安定型処分場で埋立可能であったが，現在は，全て管理

型処分場に埋め立てることとなっており，その場合は紙を剥がす必要はない。

７ その他

事務局から，次回の安全監視委員会は，平成２７年度中にもう一度開催し，開催時期

については，委員長と相談の上で決めたい旨説明し，各委員の了承を得ました。

８ 資料

・ 搬入状況について

・ 環境モニタリング実施状況について

・ 埋立作業について



第７回エコパークかごしま安全監視委員会

会 次 第

日時：平成27年10月27日（火）午後２時～

場所：エコパークかごしま管理棟会議室等

１ 開 会

２ 議 事

搬入状況について

環境モニタリング実施状況について

埋立状況について

３ そ の 他

４ 閉 会



区　分  所　　属　・　職    備　考

委 員 川永野自治会 有 馬 純 郎

　　　〃 　　　  　 有 馬 茂

木場茶屋自治会　 吉 竹 千 秋

　　　〃　　　　　　　 岩 元 秀 行

百次大原野自治会　 塘 之 口 勇

　　　〃　　　　　　　　 村 尾 實

東大谷自治会　 和 田 岩 男

　　　〃　　　 　　 岩 月 春 美

鹿児島工業高等専門学校　名誉教授 平 田 登基男

福岡大学大学院　教授 樋 口 壯太郎

鹿児島大学 名誉教授 北 村 良 介

鹿児島大学 名誉教授 松 村 和 雄

薩摩川内市市民福祉部環境課   課長 内 田 泰 二

公　　　社 （公財）鹿児島県環境整備公社　理事長 新 川 龍 郎

　　　　　　〃　　　　　　　　専務理事兼事務局長 吉 松 孝 二

　　　　　　〃　 　　　　　 　事務局次長兼総務課長 新 地 和 弘

　　　　　　〃　  　　　　　　業務課長 野 口 紳 一

維持管理ＪＶ 大成・クボタ環境特定維持管理ＪＶ　　総括 鎌 田 励 輝

　　　　　　〃 　 　　　　　　　　　水処理責任者 矢 原 正 泰

事　務　局 鹿児島県環境林務部廃棄物・リサイクル対策課　参事 日 野 知 巳

　　　　　　　　　　　〃 　 　　　　　　 　 参事付 坂 井 康 孝

　　　　　　　　　　　〃 　 　　　　　　 　 主査 正 田 松次郎

第７回エコパークかごしま安全監視委員会　出席者名簿

氏　　　名


